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研究成果の概要（和文）：  本研究では，ニュース記事に含まれる将来に言及している文を自動的に抽出し，そ
れらの文を用いた未来動向予測支援システムの構築を目的とした．研究成果として，限定的な語彙を手掛かりと
しない，潜在的な将来に言及する文の抽出・分類する技術，組合せベースの学習機能により有用な少量の学習デ
ータで分類モデル生成が可能であることを明らかにし，また，対象分野の専門知識を用いることなく将来イベン
トに言及する文を用いた未来予測を支援する技術を開発した．本システムの有用性は過去のニュース記事から将
来に言及している文を抽出し，1-2年後のイベントを予測する実験により確認した．

研究成果の概要（英文）： In this research, we developed a versatile future trend prediction support 
system using future reference sentences extracted automatically from news articles.
 To achieve that, we firstly developed a method to classify and extract implicit and explicit future
 reference sentences without the use of simple keywords, and confirmed that it is possible to 
generate a classification model with a small amount of useful learning data by using a Language 
Combinatorics-based learning method.Next, we applied automatic future reference extraction to 
develop a method to support future trend prediction using only future reference sentences, with no 
need for expert knowledge.The usefulness of the system as a whole was verified in experiments in 
which sentences referring to the future were extracted from news articles and related to them events
 were predicted in 1-2 years later.

研究分野： 自然言語処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は，従来手法の手がかり表現のような限定的な語を用いることなく，文中に混在する潜在的意味を持
つどのような文に対しても応用可能であり有用な文を取得する手法として貢献できると考える．また，従来手法
とは違う手法で未来予測の可能性を示したことは，他分野への発展が期待できる．本システムは，専門的知識を
持たずとも近年1，2年の将来言及するデータをもとに企業・政策活動などにおいて，中・長期戦略などで必要と
なる先を見通すための支援に応用が可能であり，さらには，社会技術イノベーション創出に貢献できると考え
る．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 

近年，株価変動や社会情勢動向などを対象とした精度の高い未来予測の実現要求が高まっている．

現在，Web を媒介として，大量のテキストドキュメント(新聞，ブログ，ツイッター等)が容易に入手可能で

あることから，これらを対象に自然言語処理技術(情報抽出，テキストマイニング等)を利用した未来予測

手法が世界的に注目されつつある．具体的には，類似尺度から得た因果的推論を使用した将来イベン

ト予測システムの研究，テキスト情報のクラスタリングによるイベントの生起確率計算方法を提案した研

究，Twitter データの機械学習によってウイルス拡散予測を試みた研究などがある． 

これら未来予測システムの多くはテキスト中の時間参照情報を用いての統計処理や機械学習による予

測手法を採用している．しかしながら，これらの手法には，それぞれで，問題固有の統計処理技法や，

大量の学習データ処理が必要であり，予測対象分野ごとに異なる専門的観点からのヒューリティスティク

スを要するため，汎用性に問題があった．そこで，実用性と汎用性を兼ね備えた未来予測手法を提案

するに至った． 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究は，文を構成する形態パターンから抽出される将来言及文を活用した新たな未来イベント予

測手法の実現に挑戦する．本研究の目的は，(1)対象分野の専門知識を用いることなく，(2)少量の学習

データで潜在的な将来言及文を抽出・分類可能，(3)汎用性が高い未来動向予測支援システムを開発

することである． 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の研究方法は，主にニュース記事や政府が web 上で公開するデータなどを用い，次に示すよ
うに段階的に行った． 

(1)意味役割付与機構の構築, (2)形態パターン導出機構の構築,(3)将来言及形態パターン(MoPs)学習

機構の構築, (4)複数コーパスからの MoPs 抽出実験, (5)将来言及文取得のための分類モデルの構築, 

(6)予測エンジンの構築, (7)未来動向予測システムの構築, (8)未来動向予測実験と評価, (9)将来イベン

ト予測の実問題への応用の検討． 

各段階の後でも，改良が必要な場合が生じた際には，適宜，改善しながら研究を行った．  
 
 
４．研究成果 
 
 本システムの概要を図 1 に示す．形態パターンを用いた将
来言及文の抽出と将来言及文の有用性について，将来言及文
分類モデルの構築，予測エンジン部の構築，未来動向予測支援
システムの構築と評価に分けてそれぞれの研究成果について報
告する． 
 

(1) 形態パターンを用いた将来言及文の抽出と将来言及文の有

用性 

新聞記事と web ニュース記事から将来言及文とその他の文を各

500 文取得し，形態素情報と文脈解析に用いられる意味役割を併

用した形態パターン(Morphosemantic Patterns: MoPs)を生成し，      図 1：未来動向予測システム 

教師あり機械学習を用い将来言及文を分類するための分類モデルを生成した．さらに，精度の向上を

目指し，将来言及文の特徴となる語を調査し，それらを未来語として定義し，前述の MoPs に未来語を

素性として加え，分類モデルを生成し比較を行なった．また，ニュース記事は国際，科学技術，政治な

どドメインに分類されていることを利用し，科学技術の記事に注目し実験を行なった． 

以上の手法により抽出した将来言及文を用いた未来イベント予測を行う際に，将来言及文が有効で

あるか否かを検証するためのプロトタイプ予測エンジンを設計し実験を行なった．予測エンジンは，将来

言及文を入力とし，機械学習により正解データを分類する正解分類モデルを生成し，この分類モデル
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に問題文を入力とし，2 個以上の選択肢の中から正解を選び解答する．将来イベントを予測する設問 7

問を人間と本手法により実験した結果，人間による予測実験の正解率は 30%程度に対し，プロトタイプ

実験では，50%以上の結果が得られ，将来イベントを予測するための情報として，将来言及文の有用性

を確認できた．研究成果については[3,4,5]にて発表している． 

 

(2) 将来言及文分類モデルの構築 

未来動向予測支援システムの中核部である将来言及文獲得のための分類モデルの精度向上と汎用

性の強化を実現し最適な分類モデルの構築，および，汎用性を備えた予測エンジンの開発を行った． 

将来言及文獲得を行う分類モデルの精度向上には，将来言及文に使われる特徴的な語を未来語と

定義し，形態パターンの要素(意味役割:動作主，動作など)に「未来語」を新たに追加し分類モデルを

生成した．未来語は分野ごとに将来言及文 1000 文を用いて決定した．未来語を含まない潜在的な未

来言及文も存在するため，要素に未来語を考慮する学習と未来語を意味役割に置き換え学習する二

段階学習構造による分類モデルの生成を試みた． 

各分類モデルの評価には，新たに収集したデータ 1200 文を用いて行い，H29 年度の実験結果より

も約 11 ポイントの向上を確認した． 

分類モデルの汎用性強化と最適化実装は，ニュース記事の分野分類を参考に，科学技術分野の分

類モデルに加え，国際，経済，政策の分類モデルを生成し，ニュースドメイン毎に適切な分類モデルを

切り替え可能とする機能を追加した．さらに各分野と全分野共通の未来語を定義し，汎用性を考慮した． 

研究成果については[6,7]にて発表している． 

 

(3) 予測エンジン部の構築 

予測エンジン部は，実世界の問題に対応するために予測したい未来動向が[起きるか/起きないか/

どちらともいえない]の回答を得る手法として，単語の極性が[ポジティブ/ネガティブ]であるかを表す日

本語評価極性を用いた手法を考案し実験を行った．予測エンジンの精度は，プロトタイプ予測エンジン

よりも分野混合動向予測問題の予測結果は 23．9 ポイント，分野別の予測結果は 12．5 ポイント高い結

果が得られた． 

しかし，単語の極性が[ポジティブ/ネガティブ]であるかを表す日本語評価極性を用いた手法では辞

書依存が原因で日本語評価極性辞書にない単語が頻出すると判定できないという問題を解決するため

に，分野ごとに頻出単語を辞書補完し，極性判定を定式化し極性分類精度の改善を行った．研究成果

については，[8]にて発表している． 

 

(4) 未来動向予測支援システムの構築と評価 

将来言及文抽出精度，予測エンジンの予測精度を向上させるため，各過程において検討・精査,およ

びアルゴリズムの改善を行い，未来動向予測システムの構築および，実世界における予測問題とデー

タを用いシステムの実用性の検証を行った． 

意味役割付与機構，形態パターン導出機構，未来言及形態パターン導出機構，将来言及文分類モ

デル，予測エンジンを組合せ，将来動向予測システムを構築した． 

本システムの評価は，既存の「先見力検定」で出題された問題，結果が判明している実世界のイベント

から我々が作成した未来予測問題を用い Web ニュース記事を入力として実験を行った．全 15 問の平

均正解率は約 73%であり人間の平均予測正解率 30％を大きく上回る結果を得た．研究成果については

[8,9]にて発表している．  

 

本研究が目的とする，対象分野の専門知識を用いることなく，文を構成する形態パターンを用い少量

の学習データで潜在的な将来言及文を抽出・分類できる，汎用性を備えた未来動向予測支援システム

の開発は計画通り遂行できた． 
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